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コンテスト概要

デジタル表現研究会（Ｄ－ｐｒｏｊｅｃｔ）
• 全国３０人の小・中・高の実践者
• 大学に属する研究員
• 産学共同プロジェクト
　　実践研究・テーマプロジェクトの推進・書籍の発行

　　イベント等での発表・HPの企画・制作

本サイト内にある「ミニアーティストコンテスト」にて実施

　気軽に参画でき、表現できる場として

　コンピュータやソフトにふりまわされることなく、子どもの学びをみつめ
て、授業をデザインしていこうとする姿を提案したいという願いから発足

URL：http://www.d-project.jp







コンテストの目的

○一般参加者

○ＭＬ参加メンバー

○プロジェクト推進メンバー

○企画推進事務局

○プロジェクトコアメンバー

広める！！

Ｄ－ｐｒｏｊｅｃｔの構成

情報教育を実践する教師への啓発・普及のためのコ
ンテストを企画し、その効果を検討する



コンテストの内容

＜１学期＞

　第１回：ぼく・わたしのお気に入り写真コンテスト

＜２学期＞

　第２回：自分の学校のオリジナルキャラクターをつくろう

＜３学期＞

　第３回：一年間の思い出アルバムコンテスト



コンテストの流れ

デジカメで撮影・コメント
【応募期間】平成１４年　５／９～６／９

投票システム　
【投票期間】　７／９～１４

「ぼく・わたしのお気に入り写真コンテスト」　開催

獲得数を公開・順位づけ

【発表日】　７／１８

応募：

審査：

発表：

簡単な取り組み

初心者でもとっつ
きやすいもの

子どもの学び

子どもたちが積極
的に関われる

評価・振り返り

感動の残るコンテ
ストに



メールアドレス記入

写真のタイト
ル

撮影者の所属・名前

撮影者のコメント

コメント記入







コンテストのウリって？！

• 興味・関心はすごく湧いたけれど・・・
　　ｰつけたい力があるはずでしょ？

• 子どもたちについた力は？
　　ｰ表現力

　　ｰ操作スキル

　　ｰ思考・判断力

　　ｰ他にも何か？

☆ドラマが生まれる！！

順位をしっかりつけることで，「ほんまもん」になる

　　　→西村先生どう？



第１回コンテスト

「ぼく・わたしのお気に入り写真コンテスト」
６月～７月　発表：７月１８日

○デジカメで，自分のお気に入りを撮影

○コメントを加えてメールで提出

○審査は投票制

○１位から１０位まで表彰

　　　（Ｄ－ｐｒｏグッズプレゼント）

応募作品数：３５５点
投票数　　：１５５２票



第２回コンテスト

自分の学校のオリジナルキャラクターをつくろう

１１月～１月　発表：１月２１日

○自分の学校の特徴をしっかりとらえたキャラ
クターづくり

○お絵かきソフト系を活用して作成

○校内審査 応募作品数：９１点
投票数　：１２８５票



第３回コンテスト

一年間の思い出アルバムコンテスト
２月～３月　発表３月１８日

○一年間の思い出の写真を編集

○１枚から数枚で表現

○このコンテストに関わったことが思い出という
作品あり

☆強力な助っ人登場！！

　専用ＭＬ開設：２８５通が飛び交う

応募作品数：６１点
投　票　数：９８３票



課　題

○普及のためのサイトを広めるための手だて

　・３１校中９校が新規参加校

　・さらに敷居の低いコンテストへ

○同じコンテスト内での教師の手だての「差」

　・支援体制の充実

○よりステップアップできる手だての必要性

　・カリキュラム化



校内コンテストのススメ

◎Ｄ－ｐｒｏｊｅｃｔコンテスト

　・応募・作品展示・投票すべてＷｅｂ上で行う

☆多くの人たちとふれあうことができる

※技術的な壁　まだまだ敷居が高い

↓

◎校内コンテスト

　・応募・作品展示・投票すべてローカルで行う

★Face to Faceでの取り組みができる



校内コンテストの流れ

１．子ども・学校の実態から

　　例）ＰＣ教室ゲームセンター化

２．子どもが考える（コンピュータ委員等）

　　例）「ゲーム禁止」代替策は？

３．企画・運営

　　例）だれでもできそうなもの→お絵かきだ！

４．様々な問題発生

　　例）わいろ疑惑・参加者が少ない



ここから変に・・・失敗への道

５．投票・審査

　例）イントラのＨＰに公開・プリントアウトして掲
示　※無記名・無コメント投票

６．結果発表の方法

　例）※賞状作成・全校集会で表彰式

７．振り返り

　例）どんな子たちが参加してくれたのか？

　　　※調べて知っただけ

４回で終わってしまう



コンテスト表彰状



失敗から学ぼう！！

• コンピュータ委員は力がついたかもしれない
• 投票（評価）に工夫を
• お絵かきだけにこだわった（お絵かきしか知ら
なかった）→多様な体験の必要性

• つけたい力を明確にしたコンテスト
• 担当者（山中）の怠慢（？）
• 投票数の少なさは，ＷＥＢに公開して外部か
らの投票も得た



当たり前だけど・・・

• 教師も楽しく，ワクワクするようなコンテスト
• １人の担当者（情報Ｔ・Ｔなど）だけでなく，複
数体制がよい

　　　　　　　　※余談：情報Ｔ・Ｔは人の輪を結ぶ

• 子どもたち主体で動かすコンテストに（ただし，
教師は真剣なダメだしを！！）

• 子どもから「やりたい！！」の声が聞こえるよ
うに


